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米国環境ＮＧＯｒＥｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔａｌＷｏｒｋｉｎｇＧｒｏｕｐ」
日焼け止めの安全性から、洗剤に使われる殺菌剤や子どもやペットの化学物質汚染など、幅広いテ

ーマで成果を上げ、アメリカで注目されている環境ＮＧＯで、９月２７日の国際シンポジウムのために

初来日します。写真は「ＥｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔａｌＷｏｒｋｉｎｇＧｒｏｕｐ」のニュース。
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四 天

米国環境ＮＧＯ・ＥＷＧよりリチャード・ワイルズ氏が来日！
中地重晴・ＷＧでの論点整理が終わった化審法見直し合同会合
中下裕子・「化学物質政策基本法制定を求めるネットワーク」が設立されました！
小椋和子・廃プラ（その他プラ）処理に関わる諸問題-〈後〉
草刈秀紀・生物多様性基本法が施行されました！
森脇靖子・重金属問題連続セミナー第４回報告母子毛髪ミネラル分析について
植田武智・カナダで世界初の環境ホルモン規制！
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米国環境ＮＧＯ・ＥＷＧより
リチャード・ワイルズ氏が来日！

情報の力で政策は変わる

きたる９月２７［］（土）に開催されるダイオキシン環

境ホルモン対策国民会議１０周年記念国際シンポジウム

では、米国の環境ＮＧＯ、環境ワーキンググループ

（ＥｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔａｌＷｏｒｋｉｎｇＧｒｏｕｐ；ＥＷＧ）の共同創設者で

あるリチャード・ワイルズ氏をゲストスピーカーの一

人として迎えます。ＥＷＧって、実は、すごい団体な

のです。ワイルズ氏の講演の前に、ＥＷＧのホームペ

ージを参考に、どのような団体なのかを、簡単にご紹

介 し ま す 。 （ 橘 高 真 佐 美 ）

Ｅ Ｗ Ｇ っ て 何 ？

ＥＷＧは、情報の力を活かして、健康と環境を守

ることを目的に、１９９３年にケン・クック氏とリチャ
ー ド ・ ワ イルズ 氏 に よ っ て 設 立 さ れ た 米 国 の 環 境

ＮＧＯです。ＥＷＧの目標は、化学物質の汚染に影響

を受けやすい子どもや赤ちゃん、そしてまだおなか

の中にいる胎児を守ること。そのために、消賞者に

知られていない事実を調交によって明らかにし、汚

染者にその事・実を理解させ、政府に規制を見直すよ

うに働きかけています。一般消費者にとっても使い

やすい実用的な情報も提供しています。

日本では、ＥＷＧという団体の名前を知っている

という方はまだまだ少ないと思いますが、米国では

有力な環境ＮＧＯの一つで、ＥＷＧの調査はマス・

メディアで取り上げられる機会も多くあります。Ｅ

ＷＧについて、たとえば、大手新聞社のＵＳＡＴｏｄａｙ

は「政治的影響力のある団体」、ＡＰ通信社は「コン

ｅＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲｖｏｌ５３

ピ ュ ー タ ー ・ プ ロ グ ラ マ ー と 、 政 策 の 専 門 家 と 、 技

術 者 の 環 境 分 野 の ド リ ー ム ・ チ ー ム ］ と い う よ う に

紹 介 し て い ま す。

こ ん な 情 報 を 知 り た い と 思 っ た ら Ｅ Ｗ Ｇ の ホ
ー ム ペ ー ジ を 使 っ て み よ う

ある物質には発がん性がある、というような記事

を読んだり、話を聞いたりすることがあります。で

も、買い物に行って、商品のラペルを見ても、小さ

な字のカタカナが並んでいて、その危ないといわれ

る成分が入っているのか、その製品が安心できるも

のなのか、よくわからないので、結局いつものシャ

ンプーを買っておいた、なんてことはありませんか。

ＥＷＧのホームベージ（ｗｗｗ．ｅｗｇ．ｏｒｇ）は英語ですが、

とっても便利な情報源です。たとえば、ＥＷＧのホ
ームページにある「ＳｋｉｎＤｅｅｐ」というデータベース

には、化粧品、洗剤、日焼け止め、コンタクト製品、



香水など、２万５千もの製品が登録されていて、製

品のブランドや製品名を入力すれば、どのぐらい安

全なのかが点数がっけられていて、ひと目で危険度

がわかります。日本にもアメリカから輸入されてい

る化転結なども多いので、ぜひ試してみてください。

ＳｋｉｎＤｅｅｐの他にも、どういう野菜に残留農薬が多

いかがわかるガイドブック、体重を入力すると１週

間に自分が食べてもよい量のマグロの分量がわかる

「マグロ計算機」、安全な哺乳瓶の選び方、ペット製

品に含まれる化学物質など、身近な製品に含まれる

化学物質について分かりやすく解説されています。

そ れ で ア メ リ カ の 政 策 は 変 わ っ た の ？

２００７年に、ＳｋｉｎＤｅｅｐのデータべースから、多くの

日焼け止めが、容器や包装の記載に反して、安全で

はなく、紫外線を防ぐ効果もないことがわかりまし

た 。 こ の 事 実 は 、 Ｃ Ｂ Ｓ や Ａ Ｂ Ｃ な どの 全 米 テ レ

ビ・ネットワークの有名ニュース番組、ニューヨー

ク・タイムズ、シカゴ・トリビューンなどの大手新

聞など３５０以上の媒体で取り上げられました。その結

果、米国食品医薬品局（ＦＤＡ）が、日焼け止めの

表示に関する規制を強化し、紫外線保護の基準の試

験を義務付けるという対応をせざるをえない状況を

作り出すことに成功しました。

また、ＥＷＧのテフロン加工に関する提言は、米

国環境庁に採用されました。２００５年２月にＥＷＧは

米国環境庁にテフロン加工に使用されるＰＦＯＡに
ついての科学的なリスク・アセスメント結果を提出ｉ

しました。３Ｍ社やデュポン社もいる中、ＥＷＧだ

けが、科学的なプレゼンテーションを行ったのです。

液 体 抗 菌 せ っ け ん に 抗 菌 作 用 は な い ！ ？

子どもの健康と環境を守ることは、ＥＷＧの大き

な目標の一つ。２００８年７月に、環境ホルモン作用が

ある農薬、トリクロサンが、乳児の健康リスク評価

を し な い ま ま に 、 液 体 せ っ けん 、 歯 磨 き 粉 、 下 着、

子どものおもちゃなど１４０種類以上もの製品に使用が

許可されていることを問題提起しました。トリクロ

サンは母乳からも検出され、子どもの発達への影響

が懸念されます。さらに、ＥＷＧの調査で、トリク
ロサンは液体せっけんやその他の製品に抗菌作用が

あるとして広く使用されているにもかかわらず、効

果がないことも明らかになりました。全米医療協会

や米国食品医薬品局の委員会も、抗菌せっけんと普

通の石鹸では肌のバクテリアを減らす効果は変わら

ないと結論付けています。現在、ＥＷＧは米国環境

庁に対し、家庭で使用されるすべての製品について

トリクロサンの使用を禁止することを求めています。

子 ど も 化 学 物 質 安 全 法 を 作 ろ う

米国には、現在、有害物質管理法（ＴＳＣＡ）と
いう法律があります。この法律は１９７６年に制定され

て以来、一度も修正されておらず、ＮＧＯからは頼

りにならない法律と言われています。制定時には約

６２、０００の物質が、安全性データがないままに、市場

に流通していました。いまでは、さらに１２０、０００物質

が安全性のデータなしに、使用されています。

赤ちゃんはこの世に生まれ落ちた瞬間には、すで

に３００種類もの産業化学物質を体内に取り込んでいま

す。ＥＷＧの実験では、４５５種類の化学物質が検出さ

れ、この値が安全だといえるかどうかは誰にもわか

りません。一方、子どものがんや自閉症、ＡＤＨＤ、

学習障害、不妊、奇形児が増加しています。まだこ

れらの病気と化学物質汚染の関係が明らかになって

いるわけではありませんが、ＴＳＣＡだけでは、米

国政府には市場にある高度に有害な物質からでさえ、

市 民 を 守 る 力 は な い の で す。

そこで、ＥＷＧでは子ども化学物質安全法を制定

しようというキャンペーンを行っています。現在の

ＴＳＣＡでは、市場にある物質については、政府も

製造者もその物質が安全であることを証明する必要

はありません。ＥＷＧが提案する子ども化学物質安

全 法 で は 、 既 存 の 化 学 物 質 規 制 を 抜 木 的 に 見 直 し

すでに市場に出ている産業化学物質についても、乳

幼 児 や 影 響 を 受 け や す い グル ープ の 人 々 に と って 安

全であることを販売前に確かめることを義務付けま

す。その他、定期的なバイオモニタリングを実施し、

米国環境庁の規制権限を拡大し、安全な代替物質へ

の転換を推奨するというような政策を通して、子ど

もたちが安心して育つことができる、健康な社会を

つ くる こ とを 目 指 して い ま す。

ＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲＶＯ１５３●



ＷＧでの論点整理が終わった
化審法見直し合同会合

国民会議 常 任 幹 事 中 地 重 晴

ＯＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲＶＯＩ．５３

３つの審議会の委貝は複数の委員会に所属してい

る人もいますが、それでも総勢４０名を超える大所帯

で、じっくり意見を交わして、議論することができ

ません。日程調整だけでもなかなかそろわないとい

うことで、１月３１日に本委員会を１度行い、その後

は１５人ほどのワーキンググループ（以下ＷＧ）で、

論点を整理する作業を行ってきました。このＷＧに

産業界からの委員が５名に対し、市民側は２名と少

な い の で、 増 貝 す る よ う に と 意 見 を 言 い ま し た が、

改善されることなく、４回のＷＧが開催され、論点

整理が一通り終了しました。

第１回ＷＧは２月１９日に開催、テーマはライフサ

イクルにおける使用実態を考慮した化学物質管理で、

ＭＳＤＳを消費者まで伝わるようにすべきだ。ＧＨ

Ｓで製品中の化学物質の有害性を表示するというこ

とを提案しました。高懸念物質について、今の化審

法では高薔積性、難分解性のものしか対象にしてい

ないが、ＲＥＡＣＨのように発がん性、生殖毒性な

ども含めて規制していく必要があるという意見も出

し ま し た。

２回目は３月２７日に開催され、テーマはリスク評

価の必要性と効率的実施方法で、化学物質の審査を

リスクベースでやる場合に、リスク評価をどうして

いくか、ハザードデータ種類とその収集方法、数量

や用途情報の種類と収集方法、企業秘密をどのよう

に取り上げるかということが議論されました。リス

ク評価の方法については、複合影響などをどう評価

す る の か 問 題 提 起 し ま し た。

３回目は５月２９日に開催され、新規化学物質審査

制度のハザード評価方法のあり方、現行の新規化学

物質の審査方法と、ナノテク材料をどう扱うかが議

論となりました。ＱＳＡＲを用いて、動物実験にか

わるリスク評価ができないかがテーマでした。既存

物 質 の ナノ 粒 子 は 新 規 物 質 と して 取 り 扱 う べ き だ。

ナノ物質のリスク評価をきちんと行うべきだという

意見を述べましたが、他の委員からの反応はありま

せ ん で し た。

４回目は７月１０日に開催され、テーマは今後の化

学物質管理のあり方、化審法と化管法との連携、規

制と自主管理のベストミックス、ジャパンチャレン

ジプログラムの評価、事業者への安全性データ提出

方 法 な ど で し た。

ＷＧの論点整理の最終回でまとめの議論をするこ

とになっていましたが、事・前に事務局から国際協調

を図ることも念頭に入れた抜本的な化審法改正のイ

メージが提案され、議論されました。今までの制度

は、新規物質については、難分解性、高蓄私性があ

るかどうか、ハザード情報（有害性情報）をもとに、

１特＝、２特という使用禁止、用途制限のある物質と

監視物質という製造、使用量の報告を義務付けた物

２００３年に化審法（化学物質審査規制法）が改正さ
れました。その時の国会の付帯決議で５年後に見直

すという条件がつけられました。その法的見直し時
期が近づき、本年１月から厚生労働省の厚生科学審
議会化学物質制度改正検討部会化学物質審査規制
制皮の見直しに関する専門委員会、経済産業省の産
業構造審議会化学・バイオ部会化学物質管理企画
小委員会、環境省の中央環境審議会環境保健部会
化学物質環境対策小委員会の３つの委員会が合同で
「化審法見直し合同会合」を開催し、検討してきまし
た。



質をリスト化し、管理してきました。２００３年の改正

で生態系への影響もチェックすることになりました。

それ以前に許可された物は既存物質として生態診匪

についての試験が行われていないのが課題とされて

い ま し た。

今回の事務局提案では、基本的にリスクベースで

評価することと、既存物質と公示物質（新規物質と

して登録され５年を経過し物質名等を公表された物）

については、製造、輸入量、用途情報を毎年報告す

ることを義務付ける。第一次リスク評価を行ったう

えで、優先評価物質リストを作成し、詳細なリスク

評価を行う。その際、事業者にデータ提供を指示で

きるという抜本的な改正案が提出されました。

今まで日本で流通している化学物質の量は、経産

省が３年に１回実施するアンケートに任意に答える

形式でしか、事業者からの製造量の報告はありませ

んでした。日本でどれだけの化学物質が製造、使用

さ れて い る の か は 誰 も 把 握 して い な い 状 況 で し た。

ＥＵのＲＥＡＣＨとの整合性も念頭に置き、今回の

化審法改正を機に、化学物質の製造量・用途情報の

報 告 を 事 業 者 に 義 務 付 け る こ と が 提 案 さ れ ま し た。

また、既存、新規を問わず、すべての化学物質を対

象にリスク評価を行うという提案も大幅な変更点で

す 。

ただ、問題は優先評価物質リストをいつまでに作

成するのか、ＳＡＩＣＭの２０２０年目標にあわせて、

作成期限達成年度を明確にして制度改革しなければ、

現状となんら変わらず、意味がないことです。この

点について、達成年度を明確にすることを質問しま

したが、明確な返答は返ってきませんでした。

日本もＥＵやカナダ、アメリカの化学物質管理制

度 の 改 革 に 引 き ずら れて、 国 際 的 な 整 合 性 の あ る 制

度に変えていこうとする点は評価できます。形だけ

の 改 正 に な ら な い よ う に 実 質 的 な 改 正 に す る よ う、

これからも委員会の中で意見を出していかなければ

い け な い と 思 って い ま す。

これからは８月２８日と１０月２３日に開催される合同

会合で中間取りまとめの報告書案を検討し、パブリ
ックコメントを実施したうえで、最終的な化審法見

直しの報告書がまとめられる予定です。

日本の化学物質政策の問題点として、省庁縦割り

で総合性に欠如していること。化学物質の安仝性評

価について、化審法施行以前からある既存物質につ
いてほとんどなされていないこと。循環型社会とい

うことで、製品の製造・使用・廃棄までライフサイ

クル全体を管理するものにしていかなければいけな

いこと。シックハウスや化学物質過敏症のような被

害者の救済は制度化されていないことなどまだまだ

課題があり、化学物質政策基本法を制定して、化学

物質管理を総合的一括管理するべきだという国民会

議の政策提言を委員会の場でも提案していきたいと

思います。市民のために役立つ化学物質管理政策に

転換させていくためには、これから開催される委貝

会には多くの方に傍聴していただき、市民も注目し

ていることを委員や国に無言で伝えるようにしてい

きたいと思います。ご協力のほどよろしくお願いし

ま す。
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「化学物質政策基本法制定を求める
ネットワーク」が設立されました！

事務 局 長 中 下 裕 子

ｅＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲｖｏ¶５３

念・基本戦略を定める基本法の制定、さらにその下

での化審法などの個別法の見直し・整備を、強く働

きかけていくことが求められています。そのための

ネットワーク組織を設立し、大きな国民的運動を展

開していかねばなりません。そこで、Ｔウオッチ、

国民会議が中心となって、各団体に呼びかけて、ケ

ミネットの設立に至ったものです。Ｔウオッチ代表

の中地重晴氏（国民会議の常任幹事でもあります）

と中下が共同代表を務めています。

● ケ ミ ネ ッ ト の 活 動

現在、ケミネットには、Ｔウオッチ、国民会議の

ほか、化学物質問題市民研究会、ＷＷＦジャパン、

エコケミストリー研究会、反農薬東京グループ、日

本消費者連盟、全国労働安全衛生センター連絡会議、

中皮腫・じん肺・アスペストセンター、協同組合石

けん運動連絡会、きれいな水といのちを守る合成洗

剤追放全国連絡会、ふえみん、アイコープ宮城、生

協「オルタ」、市民がっくる政策調査会、市民科学研

究室などの団休が参加・賛同（検討中）しています。

今後、さらに多くの団体に働きかけて、参加・賛同

団体を増やしていきたいと考えています。

具体的な活動としては、当面は、国民会議の試案

を参考にして、基本法案や個別法案の骨子の作成、

基本法の制定を求める署名活動、一般向けリーフレ

ットの作成、シンポジウム等の開催などを企画して

います。１１月８日（土）午後に全水道会館でシンポ

ジウムの開催を予定しています。詳細が決まりまし

たら、お知らせしますので、ぜひご参加下さい。ま

た、近く署名活動を始める予定ですので、よろしく

ご協力をお願いします。

将・来に禍根を残さぬよう、総合的な化学物質管理

の確立と個別法の抜本的見直し・整備を実現させる

ために、大きな声を上げていきましょう！

●Ｔウオッチシンポジウム「どうする化学物質
管理～化審法改正に向けた市民からの提案
～」開催

去る６月７日、Ｔウオッチの総会記念シンポジウ
ムが開催されました。基調報告として、まず倉阪秀

史千葉大学教授か「化学物質政策基本法の提案」と
題する講演をされ、次いで、Ｔウオッチ代表の中地
重晴氏が「化審法見直し合同会合の経過報告」をさ
れました。
倉阪教授は、昨年１１月に、市民団体向けの「法案

作成講座（連続４回）」を主宰され、「化学物質政策
基本法案ｊを作成されたので、その経過や基本法案
の内容について報告されました。実は、私もこの講
座に参加させていただきましたが、とても有意義な

講座でした。国民会議が提言した「化学物質政策基
本法」試案は、実はこの峙に作成されたものがベー
スになっています。
２つの基調報告に引き続き、倉阪教授に加えて、

織朱貨関東学院大教授、中地氏、中下によるパネル
ディスカッションが村田幸雄氏（ＷＷＦジャパン）
をコーディネーターとして行われ、なぜ基本法が必

要なのかなどについて、会場参加者を交えた討諭が
行われました。
●ケミネットの設立
同シンポジウム終了後、引き続き、ケミネットの

設立総会が開催されました。
これまで、化学物質問題に係わるＮＧＯは、共同

して、「化学物質汚染のない地球を求める東京宣言」、

「化学物質管理のあり方に関する市民からの提案ｊを
公表し、ＥＵのＲＥＡＣＨのように化学物質の一元

的・総合的管理を実現することを政府に求めてきま
した。今般の化審法の見直しを機に、既存の化学物

質政策の抜本的見直しと、化学物質管理の基本理



廃プラ（そ。他プラ）処理に関わる
諸問題・ 〈後〉

廃棄物Ｊｉ４化学物質によ６健康被害者支援科学者グループ小椋和子
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７。各自治体の廃プラリサイクル新事情

最近の自治体の廃プラ事情は様変わりしてきた。寝
屋川市同様に廃プラの中間処理による健康被害を恐れ
て各地で建設反対運動がおきている。町田市は３度も
中間施設建設を断念したが、市長の交代と共に住民協
議会を結成してごみ減量運動を進めている。一方、多
摩市は近接する川崎市はるひ野や稲城市の住民の反対
にもかかわらずリサイクル施設の建設を強行し、この
春（２００８年）から稼働を開始した。
一方、杉並病でゆれた杉並区は容器包装リサイクル

法に基ずく廃プラの全面リサイクルに今年度から突入
した。廃プラ圧縮施設を住宅地に建設する危二険性を避
け、板橋区ならびに今年皮から足立区まで廃プラを運
送し、産業廃棄物処理業者に圧縮を委託している。こ
こでは手選別と圧縮を行い、ベールにする。その後は

容器包装リサイクル協会で処理を受注した会社がベー
ルを引き取りにくる。

この方式はかなり多くの自治体が採用していること

が最近わかった。たとえば、廃プラも可燃ごみとして

焼却していた横浜市は市長の選挙公約に従ってリサイ

クルを行うこととし、圧拙処理を某処理専門会社に委

ねている。これらの処理会社は住宅地から離れており、

住民への影響は少ないと言う。

圧縮を自区内で行わないことは住民の廃プラ圧縮施

設の建設反対運動を回避し、さらに自区内での焼却に

よる環境汚染の量を削減し、リサイクルを求める住民

の希望をかなえるという一石三烏なのである。

しかし、次項に述べるリサイクルの実態ならびに運

送やリサイクルに必要とするエネルギーや移動や処理

の環境汚染、手選別や圧縮施設で従事する職員の健康

被害、また、コストを考えるとこの方法ははたして本

当に賢明な方法なのだろうか、単に自分の敷地外で有

害物質の処理を託しただけなのではないか。

容器包装リサイクル法に該当しないプラスチックは

約半量存在する。埋め立てが不能の場合はこれらは焼

却されるのである。容器包装リサイクル法で回収した

その他プラの約半量は産業廃棄物となっている。その

ことを考えると、廃プラの７０％位か事実上焼却された

り産業廃棄物として埋め立てられているのである。

二酸化炭素排出、エネルギー消費、コストについて

ライフサイクルアセスメントを行い、さらに環境汚染、

健康被害などを検討した場合にこの方法は誤りという

結果が出ると思う。本来はプラスチックを製造する企

業がこれらを請け負うのが当然である。そうすれば製

造者もむやみにプラスチックを氾濫させることもなく

な ろ う。

消費者はプラスチック削減に努力し、企業に対して

拡大生産者責任を要求するのが本来の役目である。役

に立たないリサイクルを声高に叫ぶのはやめるべきで

ある。このその他プラのリサイクルはエコではなく、
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環境汚染を他所におしつけているエゴなのである。
環境省は国民の健康を守るよりも産業活動を守って
いることは水俣病やイタイイタイ病などの公害病の経

緯を見れば明らかである。消費者は被害を受けないよ
うに自らプラスチックを回避する行動をするべきであ
り、おそらくその結果が行政に反映されることになる
であろう。

８ 。 プ ラ ス チ ッ ク リ サ イ ク ル の 現 状

２００７年１２月に発表されたプラスチックリサイクル促

進協議会のパンフレット（プラスチック製品の生産・

廃棄・再資源化・処理処分の状況２００６年）によると、
一般廃棄物に関してはペットボトルや発泡スチロール

など別途収集されているプラスチックが主と推定され

る再生利用が１２％、焼却が７１．３％（内訳：油化・ガス

化・高炉・コークス炉原料が４．７％、固形燃料が１．８％、

廃棄物発電が３７％、熱利用焼却が９．１％、単純焼却が

１８．７％）、埋め立てが１６．７％である。昨年度にくらべる

と埋め立て量が減少している。容器包装リサイクル法

の対象プラスチックはこのなかで７０％を占める。
一般廃棄物のその他プラはこのように再生利用はか

なり困難であり、結局は焼却によって処理されるので

あ る。

９ 。 プ ラ ス チ ッ ク の 処 理 は ど う あ る べ き か

ペットボトルについては元のペットに戻すことが可

能なので今回はほとんどふれなかったが、ベットボト

ルについてもリサイクルを完全に行うことは不可能

で、いずれは焼却される運命にある。

その他プラについてはすでに述べたように材料リサ

イクルはメーカーも不可能であることを表明してい

る。残念ながら、油化、高炉利用、コークス製造、ゴ

ミ発電等、最終的には焼却する結果となっている。所

詮、プラスチックは石油製品であり、その他プラを石

油の代替品として考えるべきであろう。そのためには

焼却したとしても有害物質を発生しない物質を使用し

て製造しなくてはいけない。

製造者が廃棄物となるまで責任を持つべきである。

産業で利用する場合と異なり各家庭に入り込む製品の

場合には収集方法を含め、その処理方法を含めて設計

されなければならない。その際には、最小の環境汚染

とゼロリスクを志向してライフサイクルアセスメント
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を義務づけるべきである。

将来的には生ごみも紙ごみもさらに削減できること

は十分に予測される。焼却するのはプラスチックのみ

ということになりかねない。

すでに言い尽くされているので埋め立ての欠点をい

まさら述べることはしない。埋め立てはプラスチック

を環境に拡散する機会が多く、分解しにくいので、海

洋や河川に流れるといつまでも浮遊する。その結果、

トリの子育ての際にはエサと間違えてプラ製品を飲み

込み、ヒナが死亡する例が報告されている。よく知ら

れているのはレジ袋をクラゲと間違えて飲み込んだカ

メが死んで発見されたりすることである。

また、糾かく砕かれたプラの破片がプランクトンの

細胞の中にも存在するという。それがどのような影響

を与えるかはまだわかっていない。プラスチックはそ

の毒性だけでなく、このような物理的な特性のために

地球の生物の世界を破壊させる可能性がある。

結論としては石油由来のプラスチックはこの世から

無くすことが生物の絶滅を救う１つの手段である。

１ ０ ． 国 民 の 健 康 を 守 る 法 律 は あ る か

プラスチックのリサイクルの過程で有害物質が発生

することをすでに述べてきたが、有害物質の発生を規

制する法律はない。なぜならば、労働者の場合でも一

般の人でも発生する物質が不明では現在の法律では収

り締まるすべがないからである。

シックハウスについては対策が平成１２年から始まっ

た。室内空気中化学物質の指針値ならびに規制値が１３

項目について決められている。そのほかに総揮発性有

機物（ＴＶＯＣ）がある。ＴＶＯＣはＷＨＯで有機物

質を指定してその合計の有機物質の総量を暫定指針値

（４００μｇ／❹うとしている。

最近良く聞かれるのは、家屋内でシックハウス（化

学物質過敏症）を発症して測定をすると先の１３項目は

指針値以下となることが多くなったという。おそらく

建築家や材料メーカーが使用する化学物質を変更した

結果であろう。しかし、ＴＶＯＣが高いといわれてい
る。このように名前もわからない物質が増え、かえっ

て対策が困難となり、裁判も解決が難しくなると思わ

れ る。
一方、プラスチックから発生する揮発性有機物質の

場合は室内汚染のシックハウスと異なりほとんどの物



質は名さえ不明の場合が多い。杉並中継所から発生し
た化学物質は同定されている種だけで４００種以上であ
る。

環境省は杉並病を契機として平成１０年から「本態性
多種化学物質過敏状態の研究」を継続している。しか
しながら、従来の誤った手法で研究を行っているため
に化学物質過敏症の存在を「明らかでない」とくり返

し報告している。したがって化学物質により「化学物

質過敏症」を発症した被害者は［化学物質過敏症］と
いう病名では医療保険を利用できない。

１１．有害物質から身を守る方法（終わりにかえて）
人は１日に１５から２０ｋｇの空気を吸ったり吐いたりし
ている。重量で示したのは飲料水や食料と比較するた
めである。人は呼吸をしなければただちに死を迎える。
屋内であろうと屋外であろうと有害物質が存在すると

健康被害をうける。ましてや空気汚染を避けることは
その場を逃げ出す以外には方法がない。
５０年前にはこの世に存在していない化学物質で人間
は被害を受けるようになった。人はまだこれらの化学

物質に適応していないのである。出来る限り被害を回

避するために知識を獲得し、想像力を発揮して欲しい。

消極的であるが、「君子危うきに近寄らず」が最大の

武 器 で あ る。

最後にあらためて述べるが、プラスチックから多く

の有害物質が発生しているのである。食品をプラスチ

ック容器に入れると、有害物質が揮発したり溶出して

食品を汚染する。なるべく陶器やガラスの容器を使用

し、再生可能な木材や竹材、紙を利用しよう。

プラスチックはそれ自体が毒物であると同時に揮発

した物質は可燃性であり、危険であることを是非多く

の人に伝えていただき、被害を避けていただきたいと

思 う。

文献Ｉ．小椋和子、杉並病は終わっていない一杉並病の発症か
ら今口まで、ピコ通信（第１０７号、２００７年７月２３日）
文献２．小椋和子、杉並病損害賠償訴訟、あまりにも理不尽な
判決内容、ピコ通ｆａ（第１１２号、２００７年１２月２５日）
文献３、樋口泰一・林和子、高分子材料（プラスチック・廃
プラスチック）の熱的ならびに機械的処理による化学物質の発
生、ピコ通信（第８２号および８３号）
なお、「ピコ迎信」は化学物質問題市民研究会が発行している
機関誌である。連絡先はつぎの通りである。
化学物質問越市民研究会〒１３６-００７１東京祁江束区厄戸７-
１０-１、Ｚビル４階ＴＥＬ／ＦＡＸ：０３石８３６４３５８

第１５回山階芳麿賞贈呈式と受賞記念講演

「鳥から見える地球環境の変貌」
（１廿）山陰鳥類研究所誌より引川

今回の山階芳麿賞は人間活動由来の汚染物質研究の第一人者、立川涼博士に贈られます。
立川陣士は、私たちの生活の便利のために使われた化学物質が烏やその他の野生動物を含め
た環境に与える影響について長年研究されてきました。受賞記念講演は、私たちの生活と地
球環境問題について考えるよい機会になると思います。

【日時】平成２０（２００８）年９月２３日（火・祝）
１３：３０～１５：２０

【場所】有楽町朝日ホール
（〒１（）Ｏ-０００６千代田区有楽町２-５-１

有楽町マリオンｎＦ）
【内容】
●第１５回山階芳麿賞贈呈式
●受賞記念講演「鳥から見える地球環境の変貌」

受賞者立川涼・愛媛大学名轡教授
ｌ主催ｌ（財）山陰鳥類研究所【共催】朝日新聞社
【後援１文部科学省、環境省、腿林水産省、我孫子市、

（財）世界自然保護基金ジャパン、（財）日本

自然保護協会、（財）日本野鳥の会、

（財）日本鳥類保護連盟、日本鳥学会

◇参加費一舟曼は３００円
◇申込み方法往復ハガキ（１通２名様まで）に「講
演会参加希望」・参加者全貝の住所（郵便番号）・
氏名・賛助会貝／非賛助会貝の区別・返信用の宛先
を明記のうえ、下記へお申し込みください。

◇申込み締切９月８日（月）必着
◇定員５５０名（応募多数の場合は抽選になります）
◇申込み〒２７０．１Ｍ５千葉県我孫子市高野山１１５

（財）山陰鳥類研究所「山階賞」係

ＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲＶＯＩ．５３＠



生物多榛匪基本法が
施行されました！

野生ｌｋ物保護学会理事草刈秀紀

＠ＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲｖｏｌ．５３

個別法に明記した方が適切という条文も多々あり、
法律の対象範囲も広めて生物多楡吐基本法（案）が考
えられました。この「生物多様性基本法」は、環境
基本法の下に来る基本法で、鳥獣保護法や種の保存
法などの個別法の上位に位世づけられます。（図参
照）
基本法ということで、一般にも意見を求めるパブ
リックコメントを２００８年１月１５日から２月１５日まで、
１ヵ月間行われました。民主党がオープンに作業を
進めた結果、公明党も生物多様性基本法を提案する
と発言し、自民党も検討のための関係者ヒアリング
を始めました。
４月１０日に民主党が法案登録するまでの間、度々、

内容の修正を求め議論しました。最終的に、与野党
が合意し、合意案を５月２０日に法案再登録されるま
での間、民主と与党の間で調慾の付かない点、つま
り、与党が合意しないポイントについて集中して議
論しました。

特にＮＧＯとして与党に譲れない６項目を上げま
した。①２条１項：生物多様性（持続可能な利用）
の定義、②１３条１項から３項：生物多楡吐都道府県

計画、③１６条：事業計画の立案の段階における環境
影糾評価の推進、④１８条１項および２項：自然環境
の保全等、⑤２８条：政策形成への民意の反映等、⑥

付則２条：生物多様性の保全等に関する法制の整術
等の６つです。
順を追って説明します。

①２条１項：生物多楡ＭＥ（持続可能な利用）の定義
与党が明記した「持続可能な利用」の定義は、止

物の多様性の保全を優先せずに「持続可能な利川」
が可能と読める書きぶりでした。従って、生物多様

市民立法による生物多榛匪基本法が施行されまし

た！生物多様性基本法（平成２０年６月６日法律第５８

号）は、市民立法による基本法と言って過言ではあり

ま せ ん。

国会議員に対するロビー活動は、１９９８年まで、遡

ることが必要です。野生生物を保全しようと立ち上

がった複数の市民団体が最初に手がけたのが鳥獣保

護法でした。その後、種の保存法についてもロビー

活動をしました。日本の野生生物を保全する法律は、

、１、１５獣保護法と種の保存法しかありませんでした。鳥

獣保護法は、名前の通り、鳥類と哺乳類を対象にし

ていますが、クジラ類は適用除外されています。ま

た、絶滅の恐れのある野生生物を保全する種の保存

法は、絶滅の恐れのある種のわずか２％程度しか種
の指定がされていません。野生の普通種である両生

賭虫類や魚類、昆虫、様々な植物などは法律でカバ
ーされていません。そこで法律の「傘」となる野生

生物保護基本法を作ろうと動き始めました。

衆議院の佐藤謙一郎さんのご尽力でＮＧＯと衆議

院の法制局と６回程度議論を重ねて作り上げたのが

野生生物保護基本法（案）です。２００４年８月までに

第６次素案まで作り上げました。佐藤さんから市民

が作り上げる条文は、６次素案までにし、後は、国

会議貝に手渡すべきとの捉案から、与野党共に説明

に明け暮れました。野生生物保護基本法（案）につ

いては、「野生生物保護法制定をめざす全国ネットワ
ーク」のホームページをご覧下さい。

ロビー活動の結果、２００７年民主党のマニフェスト

に「野生生物保護法を制定する」と明記されました。

そして、参議院で与野党が逆転し、民主党が法案作

成に着手しました。同年９月から１２月にかけて、野

生生物保護基本法（案）をベースに検討した結米、
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性条約に明記されている「持続可能な利用」の定義
とすべきと主張し、与党も了承しました。

②１３条１項から３項：生物多校注都道府県計画
この法律では、政府が作っている生物多様性国家

戦略を法定計画として位置づけています。また、私
達は、都道府県や市町村においても計画を義務づけ
ることを主張しました。民主党案には都道府県は義

務とし、与党案は、都道府県及び市町村は作ること
ができるとしま・した。義務規定にすべきと強く要望
しました。与党は「都道府県に計画策定を義務づけ
ることは、地方分権推進改革委貝会中間取りまとめ

（平成１９年１１月１６日）との整合性からも困難。現在の
与党案の記述降りであっても、環境基本法及び循環
型社会形成推進基本法において、地方が策定する計
画を法定していないことにかんがみれば、十分踏み
込んだものとなっている。」と抵抗しましたが、結果
的には、義務規定と作ることが可能という規定の間
に「努力規定」があるということで「基木的な計画

を定めるよう努めなければならない。」となりまし
た 。

③１６条：事業計画の立案の段階における環境影響評

価の推進

現在、日本の環境影響評価法は、通称「事業アセ
ス」と言っています。つまり、事業者が環境影響評

価を行います。今回の法案は、その前の段階「事業

計画の立案の段階における環境影響評価の推進」と

しています。与党は、その条文の中に「生物の多様

性に及ぼす影響の程度が著しいものとなるおそれが
ある事業を行う事業者等が」と言う言葉を明記して
いました。つまり、著しい、影響を及ぼす事業者だけ

が事業計画の立案の段階で環境影響評価を行う逃げ
道を作っていました。最終的には、この文言は削除
されました。

④１８条１項および２項：自然環境の保全等
自然環境保全法や自然公図法で明記されている部

分を条文化したものですが、結果的に与党案の他の
条項に、読み取れる書きぶりがあることから、そこ
に吸収されました。

⑤２８条：政策形成への民意の反映等
国の政策形成に市民参加や民意を反映する記述で

す。当初、与党案には無かったものです。最終的に
は、「多様な主休の辿携及び協働並びに自発的な活動
の促進」という条項に、「政策形成に民意を反映し、

その過程の公正性及び透明性を確保するため、事業
者、民間の団体、生物多楡匪の保全及び持続可能な
利用に間し専門的な知識を有する者等の多様な主体
の意見を求め、これを十分考慮した上で政策形成を

行う仕組みの活用等を図るものとする。］という記述
が加えられました。これは、大きな前進なのです。

⑥１肘則２条：生物多様性の保全等に関する法制の整

備 等
この附則２条についても与党案にありませんでし

た。加えられた条文は「政府は、この法律の目的を

達成するため、野生生物の種の保存、森林、里山、

農地、湿原、干潟、河川、湖沼等の自然環境の再生

及び保全その他の生物多様性の保全等に関する制度
の在り方について検討を加え、その結米に基づいて

必要な措置を講ずるものとする］です。将来の関連

法改正につなげる条文が加わりました。

この他にも多くの項目がＮＧＯの要望で修正され

ました。法律は読みにくいと良く言われます。同法

案の解説ブログ「生物多楡ｌ生基本法」も併せて参照

下さい。http://www.ｅ.２１ｐ.ｌｅａｃｕｐ.co.jpｌたｂｄ-ｌａｗ/

多くの方々が「生物多楡吐基本法」を活用すること

を 望 み ま す。

ＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲｖｏｌ５３Φ



ｇｊ 連 続 セ ミ ナ ー 第 ４ 回 報 告-

母子毛髪ミネラル分析について
天・毛髪有害金属巷析報告

講師こ 国 民 会 議 常 任 幹 事 森 脇 靖 子 さ ん

重金属問題連続セミナーも今回で第４回目となっ

た。昨年、国民会議と食の安全・監視市民委貝会の

合同で母子毛髪ミネラル分析プロジェクトチームが

立ち上げられ、母子７８組についての毛髪検査と食生

活アンケー７ヽ調査との関連などの分析がおこなわれ

た 。

＜ 調 査 目 的 ＞

母から子への化学物質の移行の問題は古くて新し

い問題である。本調査では、主に有害５金属（水銀、

鉛 、 カ ド ミ ウ ム 、 アル ミ ニ ウ ム 、 ヒ 素 ） に つ い て、

母子毛髪汚染レペルの比較に焦点が較られた。これ

までに親子の毛髪濃度と食事との関連を調べた報告

はほとんどなく、その相関を探った。さらに、昨今、

学習障害児や多動など子供たちをめぐる問題が顕在

化しており、子供たち（Ｏ歳から１５歳まで）の頭髪
の水銀、鉛、カドミウム、アルミニウム、ヒ素の値

などが有意に高いという報告があり（ら・べるびい

研究所）、子供たちへの有害金属の進入・摂取・蓄積

の現状を究明することにも注意が向けられた。この

調 査 が き っ か け と な り 、 子 ど も 特 有 の 曝 露 の 問 題、

胎盤、母乳経由の可能性、遊び場、おもちや、子ど

も用品などからの有害金属曝露の問題に目が向けら

れ、子どもを守る動きにつながることが望まれる。

＜ 調 査 の 概 要 ＞

実施日：２００７年６月から希望者を募集（毛髪検査は

２００７年１１月～２００８年２月末に実施）

実施対象：母子７８組（８０組）、子ども年齢（Ｏ歳～１１

歳）、未婚女性３３人、その他２２人

測定物質：有害金属５種（Ａｓ、Ｈｇ、ＡＩ、Ｐｂ、Ｃｄ）

とその他ミネラル

分析：（株）ら・べるびい研究所に依頼。

ｅＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲｖｏｌ、５３

調査分析：食事・生活環境アンケート調査を実施し、

金属濃度との関連を分析

＜ 主 な 結 果 ＞

▼５有害金属全てで平均値は母親より子どもの値が

高い。ヒ素とカドミウムは男の子の方が高い。

▼母子比較では、子の濃度は、１～２歳で母の約２

倍から１８倍に達し（水銀、ヒ素を除く）３歳以降で

減少しｎ歳には母の１～３倍程度になる。

＜ 各 金 属 に つ い て の 結 果 ＞

ヒ素

＊毛髪ヒ素濃度は母子の相関が水銀に次いで高い。

＊魚介類、ワカメ、昆布の摂取と毛髪ヒ素濃度には

相 関 が み ら れ た。

＊喫煙者の子どもの毛髪ヒ素濃度は高い。

＊子どものヒ素濃度は２歳まで母親より低く、３歳

以降逆転し母親より高くなる。したがって、子ども

の高濃度者は４歳より年上に多い。これは母乳経由

でヒ素が移行し、その後、食事（魚介類、ワカメ摂取）

などにより上昇した可能性が推定される。

（日本人は魚介類や海草などからヒ素の摂取が多い。

日本人のヒ素摂取量は世界でも高い。）

子どもは母親の何倍汚染されている？
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水銀
＊毛髪水銀濃度は母子間で５金属中最も高い相関を

示した。
＊魚介類を食べる回数（週）と母親の毛髪水銀濃度

は高い相関を示した。また、魚の練り製品も相関が
見られた。子も母ほどではないが魚介類食との相関
がみられた。
＊母乳と混合栄養による哺育を比較した結果、混合

栄養の方が水銀は高かった。母親の歯のアマルガム
は子や母の毛髪水銀濃度に影響を及ぼしているよう
には見えなかった。

魚介類を食べる回数と毛髪濃度（母）
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アルミニウム

＊各年齢に子どもの高濃度者が分布。母子のアルミ

ニウム濃度には相関がみられる。

＊子どものアルミニウム平均濃度は、８歳を除いて

常に母親より高い濃度で推移する。２歳までの子ど

もでは（２例を除き）すべて母親を上回る。アルミ

ニウムは胎盤を通過するように見える（なぜならば、

Ｏ歳の子／母の値が２を超える）。また、母乳、混合

哺育で乳児に移行する。

＊野菜や海産物の摂取が多いほど毛髪アルミニウム

濃 度 は 高 い。

＊アルミニウム鍋の使用者（２４人）のアルミニウム

平均毛髪濃度は、使わない人より低かったが（１８人

毛髪アルミニウム濃度母子の関係

｜ ゛ ゛ 回 （ ？ ’ ゲ ニ ウ ふ ） ． ’ １ ？ ？ ご ’ ｊ

］争 ●

゛ ／

゛ Ｊ １ £ ２ ！ - ｊ ・ - ７ - 一 一

‘７ ． ７ ≒ ． “．

１ ７ ｙ ７

ｉ ° “ ブ ゛ ， ゜ ｓ “ ｓ

が１個使用）、５個使用の場合、子どもの毛髪濃度が

全 体 で ２ 番 目 だ っ た。

鉛
＊ 毛髪鉛

濃度は母
子回に弱
い 相 関 が

見られた。
１歳の子
どもの平

均 濃 度 は

鉛毛髪濃度（Ｏ～２歳）
１人（２１番）を除き全て子どもの毛髪濃度が母親より高い
特に１歳児では母子の差が大きい

・・・
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異常に高く、子は母の１２倍以上でカドミウムに次い

で 母 子 倍 率 が 高 い。

＊鉛は母から胎盤、母乳、粉乳（混合栄養）経由で

子どもへ移行しているように見える。

＊公園によく行く子、塗料をぬった玩共を持ってい

る子どもの毛髪鉛濃度は高い傾向にある。

＊子どもの毛髪鉛濃度の曝露源はハウスダストだと

いわれるが、その原因は分からない。また、食品な

ど主要な鉛汚染の原因は今回特定できなかった。

カドミウム

＊毛髪カドミウム濃度は母子間で全く相関は見られ

な い。

＊カドミウム高濃度のほとんどが３歳未満の子ども

である。７８組中の母親の毛髪濃度の方が子どもより

高いのは５人だけで、そのほとんどが母親本人や父

親 の 喫 煙 が 関 係 して い る。
＊１歳児は母親のカドミウム濃度の約１８倍で５金属

中最大である。胎盤、母乳経由でカドミウムが子ど

もに移行しているように見える。また喫煙する母親

の カ ド ミ ウム 濃 皮 は 高 い。

以上、簡単ではあるが母子毛髪分析結果を報告し

た 。 母 親 か ら 子 ど も へ の 有 害 重 金 属 の 移 行 問 題 は、

本調査の５金属だけではなく、まだ調査されていな
い多くの化学物質の世代間移行の可能性を示唆する

重要な問題である。今後この問題のさらなる解明が、

母親だけでなく、父親もふくめた子孫への化学物質

の影響についての警告につながれば幸いである。

分析合同食品プロジェクトチームのメンバー：
神 山 美 智 子 、 植 木 延 江 、 武 田 玲 子 、 中 川 泉 、 蓮 尾 峰 子、
水野玲子、森脇靖子、統計分析協力（宮野三千子）

（文責：水野玲子）
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カナダで世界初の環境ホルモン規制！
ビスフェノールＡの規制をめぐる国内外の新たな動き

事 務 局 植 田 武 智

代表的な環境ホルモン物質であるビスフェノールＡをめぐって、海外での取り組みが活発
化している。アメリカでは、４月に胎児・乳幼児の発達影響を懸念する報告書が発表された。
カナダでは、ビスフェノールＡが溶出するポリカーボネート製ほ乳瓶の販売禁止を政府が発
表した。環境ホルモンの低用量影響に基づいた、世界でもはじめての規制措置といえる。
遅ればせながら、日本では、厚生労働省科研費による研究で、これまでにない低い用量で

性周期異常の影響が確認された。食品安全委員会が、これから行う健康影響評価の行方が注
目 さ れ る。

ポリカーボネート製のほ乳瓶や食器からは、環境ホ

ルモンのビスフェノールＡが溶出する。９０年代日本の

環境ホルモン騒動のきっかけとなった事例である。
ほ乳瓶メーカーは、代替素材への転換を促進した。

しかし政府は浴出基準を見直すことはなく、規制強

化の動きは見られなかった。

その後、環境省が、環境ホルモン作用が疑われた６５

種類の内２８物質について訓査を始めた。２００５年には、
ヒトに対する影響は確認されないと結論付けた。問題

のビスフェノールＡでは、ヒトでの実際の摂取量を想

定したラットの実験が行われたが、異常は認められな
いという結果であった。日本では、環境ホルモンは空

騒ぎだったという意見がさらに広がった。

アメリカ神経・行動、生殖器官への影響を懸念

日本での空騒ぎ批判にもかかわらず、国内外での環

境ホルモンの低用量影響に関する研究は増えていっ
た。アメリカ政府の毒性物質の評価を行う機関
であるＮＴＰ（国家毒性プログラム）は、２００７

年にそれまでに発表されたビスフェノールＡの

生殖毒性および発生毒性に関する科学研究のレ

ビューを始めた。

生殖毒性については１６０件以上、発生毒性につ

いては６（）件以上に上る国内外の研究論文を一つ
一つ梢査し、ヒトヘの健康影響評価に使えるかど

うかを評価した。

２００８年４月に発表された評価概要では、ヒト

ΦＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲＶＯＩ．５３

が日常摂取している量で、神経や行動への影響、前立

腺、乳腺、思春期の早発などの影響が出ている研究を

重視。「いくらかの懸念（ｓｏｍｅ・ｎｃｅｍ）」があると評

価 し た。

ちなみにＮＴＰの化学物質の有害性評価は５段階と

なっていて、「有害作用について深刻な懸念」「懸念」

「いくらかの考慮」「最小限の懸念」「無視できる懸念」
の順になっている。

実際にヒトの曝露量はどれくらいなのか？（下図）

アメリカでは、大人の推定摂取量は、Ｏ剛８～１．５μ

ｇ／ｋｇ／日（１日の体重１ｋｇあたりの摂取量）だ。主な摂

取源は、缶詰とプラスティックボトルからの溶出であ

る。一方、動物実験で母親への投与で仔の影響が観察

された量は、思春期の早発で２．４μｇ／ｋｇ、乳腺への影響

は２．５μ鴎ｇ、神経や行動、前立腺への影響は１０μｇ／ｋｇ。

ヒトの推定摂取量の１．６倍～６．７倍である。

ビスフェノールＡの動物実験での投与量とヒトの唯定摂取且の比較

勣物寞験での投与堡

ｇ ； ｍ ｍ 七
２。５乳腺への彩管の最
小値（アメリカ・カナダ

２．４性的成熟の早期化の
最小値（アメリカ・カナダ）

０。５ｔ生同期異常の最小値
（日本）

日常生活での人閻の推定摂取量

５０現在のＴＤＩ（耐容一日摂取量）

１１ＥＵ、アメリカでの乳児の推定最大摂取量

匹
１。５ＥＵ、アメリカでの大人の推定最大摂取量

単位（μｇ／ｋｇ／日）



問題なのは乳児だ。Ｏ～６ヵ月の乳児の推定摂取量

は１～１１μｇ／ｋｇ／日。動物実験で影響がでた投与量を超

えている。その摂取源は、ポリカーボネート製は乳瓶

からの溶出が８割心茫三）、粉ミルク缶のエポキシ塗

装からの溶出が２割（２．３μｇ）だ。

カ ナ ダ ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 製 ほ 乳 瓶 の 販 売 禁 止

アメリカはリスク評価にとどまっているので、その

結果がどのように行政の施策に反映されるのかは未協

定な部分が大きい。食品医薬品局（ＦＤＡ）に対策の

兄直しを迫る意見もあるが、今のところ不明だ。
一方カナダでは、２００６年１２月の化学物質管理計画に

基づき、約２００種類の化学物質を優先的にレビューす

ることを決定。ビスフェノールＡもその一つに入った。

科学的レビューだけでなく、産業界などの利害関係

者との協議も行って、以下のような対策を発表した。

１）ポリカーボネート製は乳瓶の伶入・販売・宣伝

の禁止

２）乳児用ミルク缶の溶出規制を厳しくする。企業

と共同で代替素材の容器を促進する

これらの施策は、４月１８日に保健大臣と環境大臣の

連名で発表されたものだ。

カナダ政府の評価書をみると、アメリカ同様に一股

の大人にとっては心配ないが、妊娠中の胎児、新生児、

孔児への影響を懸念している。

神経発達および行動への影響が、実際の乳児の摂取

景と同程度で起きている点や、化学物質の休内動態の

データに基づいて、妊娠女性と胎児や乳児は感受｜生か

高い可能性があることを重視している。実験結果には

科学的不確実性が高いことを認めつつも、予防的アプ
ローチの採用が適当だと指摘している。

カナダの施策は、環境ホルモンの低用量影響の可能

性を考慮した世界でも初めての対策といえる。

Ｅ Ｕ 低 用 量 影 響 は 評 価 で き な い と 基 準 を 緩 和

低用量影響を重視するアメリカ、カナダと対照的な

のが、ＥＵの対応だ。ＥＵの食品安全機関（ＥＦＳＡ）

は、アメリカに先駆けて、２００７年１月にビスフェノー

ルＡのリスク評価を発表。様々な低用量影響の研究結

果については、確実性、再現性で問題があるとして評

価の対象としないと判断。また体内勁態のデータでは。

アメリカやカナダでの評価とは逆に、マウスやラット

に比べてヒトはビスフェノールＡをけるかに早く代謝

排泄できるという点や、マウスが特に女性ホルモンに

感受性が高いという点を重視した。その結果、それま

でのＴＤＩ（１０μｇ／ｋｇ／剛から５倍の５０μｇ／ｋｇ／日へと

改 定 し た。

日 本 こ れ ま で に な い 低 い 用 量 で 影 響 を 確 認
一方日本では、厚生労例省の科研費による研究で、

０．５μｇ／ｋｇとい列氏用量で影響が確認された。

リスク評価だけを委託されている食品安全委員会

は、販売禁止措置などを行う権限はない。現在、ビス

フェノールＡに関する規制は、食品容器の溶出基準が

あるが、そうした基準値を定めているのは厚生労働省

である。しかし基準値作成の元になっているのが、Ｅ

Ｕと同じ５０μｇ／ｋｇ／日というＴＤＩだ。食品安全委員会

が、国内や海外での低用量影響のデータを考慮すれば、

ＡＤＩの見直しが必要となるかもしれない。そうなる

と、リスク管理を担っている厚生労働省も溶出基準の

見直しをせざるを得ないということになる。

ただ？Ｊこ際Ｃ・こほ乳瓶売り場を見てみると分かることだ

が、ポリカーボネート製は乳ｊＥ瓦はほぽ姿を消している。

それは９０年代の空騒ぎといわれた環境ホルモン騒動の

成果だ。赤ちゃん用品販売の大手「アカチャンホンポ」

は、ポリカーボネートはＩＦＬ瓶は扱わないことを公表し

ている。赤ちゃん用品製造の大手「ピジョン」では、

ポリカーボネート製の扱いは維持しながらも、「ご不

安をお持ちのお客様には、ビスフェーノールＡを原料

に用いていないＰＰＳＵ製、または、ガラス製のは乳

びんのご使用をお勧めいたしております」と代替プラ

スチックの製品も準術している。

その結果日本の乳児の曝露量は、すでにかなり減少

していると思われる。ただ日本の新たな低用量影響の

データを重視するとしたら、粉ミルク缶のエポキシ樹

脂の対策も見逃すわけに行かなくなるだろう。

出典）
１）アメリカＮＴＰの概要ｈｕｐ：／／ｃｅｒｈｒ．ｎｉｅｈｓ．ｎｉｈ．ｇｏｖ／ｃｈｅｍｉ❶ｓ／ｂｉｓｐｈｅｎｏ】／ＢＰＡＤｒａａＢｒｉｅｒｖＦ＿０４＿１４＿０８．Ｐｄｆ
２）カナダ政府のビスフェノールＡに関するページ１１ｔｌｐ：／／ｗｗｗ．ｃｈｅｍｉｃａｌｓ油ｓｔａｎｃｅｓｃｈｉｎｊｑｕｅｓ．ｇｃ，ｃａノｃｈａｌｌｅｎｇｅ，ｄｅｎ／ｂｉｓｐｈｅｎｏｌ-ａ＿ｅ．ｈｔｍ
３ ） Ｅ Ｕ 食 品 安 全 機 関 の ビ ス フ ェ ノ ー ル Ａ に 関 す る ペ ー ジ

http://www.ｖ.出ａ.ｅｕｒｏｐａ.ｅｕ/ＥＦＳＡ／ｅｆｓｕｏ❼ｅ４１７８６２０７５３８１２ｊ１７８７０；３４６６８７９．ｈｔｍ
４）食品安全委貝会へ厚生労働省から提出された資料http://www.ｆｓｃ.co.jp/ｊｉｎｋａｉ／ｉ-ｄａｉ２４６／ｄａｉ２４６ｋａｉ-ｓｉｒｙｏｕ１-３・ｐｄｆ
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同封チラシにもありますが、１０周年記念国際シンボの企画が決定しました。
今号ニュース記事で紹介しているように、このシンポの目玉は、アメリカで

化学物質規制について、数々の成果を上げている環境ＮＧＯｒＥｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔａｌ
ＷｏｒｋｉｎｇＧｒｏｕｐ］が初来日することです。アメリカで成功している事例など、
他所では聞くことのできない話を聞けるチャンスです。また、「奪われし未来」
の共著者ピーター・マイヤーズさんからは、アメリカの化学物質規制を巡る最
新情報。日本側からも、干葉大学の森先生と国立医薬品食品衛生研究所の鹿庭
先生から、日本の子どもたちの環境汚染と健康影響についての科学的最新情報
をお話いただきます。会員の皆様のご参加をお待ちしております。
＜講演内容＞
●森千里氏（千葉大学大学院教授・医学博士）
「へその緒が語る体内汚染」

●鹿庭正昭氏（国立医薬品食品衛生研究所室長）
「身近な化学製品、家庭用品等による子どもへの影響ｊ

●ジョン・ピーターソン・マイヤーズ氏（ｒ奪われし未来で共著者）
「科学は環境／健康問題を解決できるか～病気のない社会への新たな可能性」

●リチャード・ワイルズ氏（米国環境ＮＧＯ“ＥｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔａｌＷｏｒｋｉｎｇＧｒｏｕｐ̈事務局長）
「暮らしの中の汚染は１０年でこんなにも減った～米国環境ＮＧＯＩ’ＥＷＣｙの取組」

＜会場＞国際協力事業団総合研修センター会議場
東京都新宿区市谷本村町１０-５（国際協力総合研修所内）

＜参加費＞１０００円参加申し込み先着２００名。詳細は裏面をご覧ください。
※シンポジウム後、懇親会（参加費３０００円）も行います（参加申し込み別
途必要）。

＜申し込み方法＞ 同封チラシに必要事項を記入のうえ、事務局までファクス
（０３-５３６８-２７３６）か、メールで。

編集後記ｆ，ｘｉｌｌ，員会ＩＨ佐和洋亮
＝山の生き物たち＝
酷暑といわれた今年の夏も終わりまし

た 。
四季の中でも，私達が一番自然と密着す

る時期は，海や山に遊ぶ夏です。
私事ですか，島根にいる時は，東京の高

尾山位の高さの山に早朝登山をしていま
す。その時，いろんな自然の生き物に出会
います。今日はそのモノ達のことを。
ひと山がそのまま声を出しているような

蝉時雨の中を登りますと，林道では，朝の
日差しで干物になりそうなミミズやカタツ
ムリがいます。林道で遊んでいたところ，
急に出た灼熱の太陽のため，草地に戻れな
くなって衰弱。まだ命のあるのを一匹ずつ
脇に戻してやります。林道は生き物の生態
を壊します。
さらに登ると，去年の夏の終わりに出会
った青大将が。同じ場所にじっとしていて
挨拶をします。
急に近づいてくるのは熊蜂。スズメバチ

より二廻り位小さいのですが，威嚇するよ
うに頭上を羽音を出してグルグル廻りま

６月フ日有害化学物質削減ネットワーク総会
記念シンポジウム「どうする化学物質管理
化審法改正に向けた市民からの提案」
化学物質政策基本法を求めるネットワーク
（略称ケミネット）設立

６月１２日常任幹事会
６月２８日重金属問題連続セミナー④「母子
毛髪ミネラル分析についての報告」
６月２９日環境省主催Ｆ化学物質審査規制法
の見直しに関するシンホジウムｊにて意見発
表
６月２９日化学物質政策基本法を求めるネッ
トワーク（略称ケミネット）第２回運営委員
会会議
７月１０日化学物質政策基本法を求めるネッ
トワーク（略称ケミネット）第３回運営委員
会会議
フ月１０日常任幹事会
フ月２４日化学物質過敏症プロジェクト会議
８月フ日化学物質政策基本法を求めるネット
ワーク（略称ケミネット）第４回運営委員会
会議

す。しかし。巣を襲ったりしない限りは刺
したりしませんので，「ヤァ」と挨拶をし
てカメラを向けると，ズームで怪獣のよう
な蜂の写真ができます。
さらに頂上近くになると，黒アゲハやい

ろんな蝶が舞っており，歩く私に付いてき
て，突然目の前にぱっと止まり，羽をひら
ひらさせます。まるで写真に撮ってくれと
言わんばかり。オニヤンマや赤とんぼ等，
それにカチカチと羽音をさせてバックが飛
びます。それらをカメラに収めて昆虫の手
作り絵葉書ができます。
そして，いのししがミミズを捕るために

鼻で掘った穴があったり，熊が出たという
話もありますが，これらにはまだ会ったこ
とはありません。
頂上の祠では。その日１日の健康と商売

緊盛を祈願。
しかし。年々，昆虫や動物の数が減って

きているのがわかります。地球の自然が衰
退しています。生物多様性ということ，ヒ
トも地球に生かされている生き物のひとつ
だということを改めて思い起します。

ダイオキシン
国民会議

環境ホルモン対策
提言と実行
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